
 

 
 

 

 

 

2021 年 7 月 16 日 

 

「金融仲介機能のベンチマーク」の公表について 

 

 

筑波銀行（頭取：生田 雅彦）は、地域の皆さまに対する本業支援を含めた金融仲介機能の拡充に向

けた様々な取り組みを展開しております。 

こうしたなか、「金融仲介機能のベンチマーク（金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的

に評価できる多様な指標）」についてとりまとめましたので、お知らせいたします。 

 

今後とも、地域金融機関として地域の皆さまの信頼をもとに「存在感のある銀行」を目指し豊かな社

会づくりに貢献してまいります。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道機関のお問合せ先 

筑波銀行  総合企画部広報室 

℡ 029－859－8111 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 

 



⾦融仲介機能の発揮に向けた取組みについて
(⾦融仲介機能のベンチマーク)

2021年3月



Tsukuba Bank,Ltd.

（１）取引先企業の経営改善や成⻑⼒の強化

「⾦融仲介機能のベンチマーク」の公表について

※）「メインバンク」とは、当⾏の融資残⾼が最も多い取引先としております。
※）「経営指標」とは、売上、営業利益率、労働⽣産性等を⽰す指標としております。

―当⾏がメインバンクとして取引を⾏っている企業のうち、経営指標の改善や就業者数の増加が⾒られた先― （単位:先）

共通１ 2020/3期 2021/3期
メイン先数 10,579 10,713

内、経営指標等が改善した先数 7,810 7,534

―当⾏がメインバンクとして取引を⾏っている企業のうち、経営指標の改善や就業者数の増加が⾒られた先の融資残⾼― （単位:億円）

共通１ 2020/3期 2021/3期
メイン先の融資残⾼ 4,725 5,312

内、経営指標等が改善した先に係る3年
間の事業年度末の融資残⾼の推移

2018/3期 2019/3期 2020/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期

3,706 3,868 3,915 3,386 3,594 3,940

⾦融仲介機能ベンチマーク（共通項目）

当⾏は、「⾦融仲介機能のベンチマーク（⾦融機関における⾦融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる多様な指標）」の指標を以下のとおり公
表するとともに、同指標を最大限に活用することで引き続きお客さまの本業支援、経営改善支援に積極的に取り組んでまいります。
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Tsukuba Bank,Ltd.⾦融仲介機能ベンチマーク（共通項目）

（３）担保・保証依存の融資姿勢からの転換

―ライフステージ別の与信先数（単体ベース）および融資残⾼― （単位:与信先数:社／融資残⾼:億円）

共通４ 2020/3期 2021/3期

総数 総数創業期 成⻑期 安定期 低迷期 再⽣期 創業期 成⻑期 安定期 低迷期 再⽣期

与信先数 16,036 790 1,296 9,333 541 4,076 16,700 910 1,374 10,060 598 3,758

融資残⾼ 8,860 320 1,005 6,029 241 1,263 9,696 318 990 6,953 198 1,235

（２）取引先企業の抜本的事業再⽣等による⽣産性の向上
―当⾏が貸付条件の変更を⾏っている中⼩企業の経営改善計画の進捗状況― （単位:社）

共通２ 2020/3期 2021/3期

条件変更先総数 2,155 2,173

内、好調先 304 309

内、順調先 418 355

順調好調の構成比 33.5％ 30.6％

内、不調先 1,433 1,509

内、計画未策定先 1,218 1,200

内、計画策定先 215 309

―当⾏が関与した創業、第⼆創業の件数― （単位:件）

共通３ 2020/3期 2021/3期

創業件数 696 883

第⼆創業件数 9 10

―当⾏が事業性評価に基づく融資を⾏っている与信先数および融資残⾼― （単位:先数:社／融資残⾼:億円）

共通５ 2020/3期 2021/3期

与信先数 ―① 16,036 16,700

内、事業性評価に基づく融資を⾏っている与信先数 ―② 3,598 3,840

割合 ―②／① 22.44％ 22.99％

融資残⾼―③ 8,860 9,696

内、事業性評価に基づく融資を⾏っている融資残⾼ ―④ 3,019 3,606

割合 ―④／③ 34.07％ 37.19％
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※）当⾏が関与した創業、第⼆創業の件数とは、創業計画の策定支援、
創業期取引先への融資等による支援を実施した件数としております。

※）第⼆創業とは、既に事業を営んでいる企業の後継者等が新規事業を
開始すること、抜本的な事業再⽣によって企業が業種を変えて再建す
ること等としております。



Tsukuba Bank,Ltd.⾦融仲介機能ベンチマーク（選択項目）

（１）事業性評価に基づく融資等、担保、保証に過度に依存しない融資

―事業性評価に基づく融資を⾏っている与信先の
融資⾦利と全融資⾦利との差―

選択６ 2020/3期 2021/3期
全融資先⾦利 1.18％ 1.15％
事業性評価先⾦利 1.28％ 1.28％
⾦利差 0.10％ 0.13％

―地元の中⼩企業与信先のうち、無担保与信先数
および無担保融資額の割合（単体ベース）― （単位:与信先数:社／融資残⾼:億円）

選択７ 2020/3期 2021/3期

地元中⼩企業与信先数 ―① 19,245 19,780

内、無担保与信先数―② 13,262 13,958

地元中⼩企業融資残⾼ ―③ 6,655 7,505

内、無担保融資残⾼―④ 1,998 2,610

無担保与信先数割合 ―②／① 68.91% 70.57％

無担保融資残⾼割合 ―④／③ 30.02% 34.78％

（２）本業（企業価値の向上）支援・企業のライフステージに応じたソリューションの提供

―本業支援先のうち、経営改善が⾒られた先数― （単位:社）

選択１３ 2020/3期 2021/3期

経営改善先数 2,118 2,349

―ソリューション提案先数および融資残⾼の全取引先に占める割合―
（単位:取引先数:社／融資残⾼:億円）

選択１４ 2020/3期 2021/3期

全取引先数 ―① 18,334 18,720

内、ソリューション提案先 ―② 4,241 4,715

割合 ―②／① 23.13％ 25.19％

全取引先の融資残⾼ ―① 9,115 9,954

内、ソリューション提案先 ―② 3,048 3,719

割合 ―②／① 33.44％ 37.36％

―メイン取引先のうち、経営改善提案を⾏っている先の割合―
（単位:社）

選択１５ 2020/3期 2021/3期

メイン先―① 10,579 10,713

内、経営改善提案先 ―② 1,952 2,366

割合 ―②／① 18.45％ 22.09％
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Tsukuba Bank,Ltd.⾦融仲介機能ベンチマーク（選択項目）

―創業支援先数― （単位:社）

選択１６ 2020/3期 2021/3期

創業計画の策定支援 64 69

創業期の取引先への融資（信用保証付以外） 332 235

創業期の取引先への融資（信用保証付） 444 745

政府系⾦融機関や創業支援機関の紹介 16 23

ベンチャー企業への助成⾦・融資・投資 8 4

―販路開拓支援を⾏った先数― （単位:社）

選択１８ 2020/3期 2021/3期

地元 268 331

地元外 127 247

海外 8 4

―M&A支援先数― （単位:社）

選択１９ 2020/3期 2021/3期

支援先数 186 207

―ファンド（創業・事業再⽣・地域活性化等）の活用件数― （単位:件）

選択２０ 2020/3期 2021/3期

活用件数 0 0

―事業承継支援先数― （単位:社）

選択２１ 2020/3期 2021/3期

支援先数 325 230

―転廃業支援先数― （単位:社）

選択２２ 2020/3期 2021/3期

支援先数 24 25

―事業再⽣支援先における実抜計画策定先数
および同計画策定先のうち未達成先の割合― （単位:社）

選択２３ 2020/3期 2021/3期

実抜計画策定先数 ―① 79 83

内、未達成先数 ―② 10 15

割合 ―②／① 12.66％ 18.07％

―事業再⽣支援先におけるDES・DDS・
債権放棄を⾏った先数および実施⾦額― （単位:先数:社／⾦額:億円）

選択２４ 2020/3期 2021/3期

先数 6 5

実施⾦額 5 1

―事業清算にともなう債権放棄先数および債権放棄額―
（単位:先数:社／⾦額:億円）

選択２６ 2020/3期 2021/3期

先数 15 15

債権放棄額 12 2
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※）DES（デット・エクイティ・スワップ）とは、借⼊⾦の⼀部を株式に切り換えること
により過剰債務を解消する企業再⽣の手法

※）DDS（デット・デット・スワップ）とは、借⼊⾦を劣後ローンとして擬似資本とする
ことにより過剰債務を解消する企業再⽣の手法



Tsukuba Bank,Ltd.⾦融仲介機能ベンチマーク（選択項目）

（３）支店の業績評価

―取引先の本業支援に関連する評価について、支店の業績評価に占める割合― （単位:点）

選択３６ 2020/3期 2021/3期

支店の業績評価の総点数 ―① 6,000 6,000

内、本業支援の評価点数 ―② 920 880

割合 ―②／① 15.3％ 14.7％

（４）他の⾦融機関および中⼩企業支援施策との連携

―REVIC、中⼩企業再⽣支援協議会の利用先数― （単位:社）

選択４２ 2020/3期 2021/3期

REVIC 0 0

中⼩企業再⽣支援協議会 7 17

―取引先の本業支援に関連する中⼩企業支援策の
活用を支援した先数― （単位:社）

選択４３ 2020/3期 2021/3期

中⼩企業支援策の活用支援先数 95 42
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※）中⼩企業支援策とは、中⼩企業基盤整備機構の各種支援策の活用、よろず
支援拠点の紹介・活用、中⼩企業に対する各種補助⾦の活用等としておりま
す。

（５）事業戦略における位置づけ

―地元への融資に係る信用リスク量と全体の信用リスク量との比較― （単位:億円）

選択４７ 2020/3期 2021/3期

全体（ＥＬ） 49 49

地元（ＥＬ） 47 46

全体（ＵＬ） 96 95

地元（ＵＬ） 90 88

※）EL（Expected Loss）とは、平均的に発⽣すると予想
される損失額

※）UL（Unexpected Loss）とは、⼀定の確率の範囲内
において発⽣しうるELを上回る損失額



Tsukuba Bank,Ltd.⾦融仲介機能ベンチマーク（独⾃項目）

―事業再⽣支援により維持された地元の雇用者数― （単位:人）

2020/3期 2021/3期

雇用者数 328 672

―ミドルリスク先への融資実⾏額および残⾼― （単位:億円）

2020/3期 2021/3期

融資実⾏額 746 917

融資残⾼ 1,928 2,269

※）ミドルリスク先とは、当⾏内における債務者区分の正常先下位から要注意先としております。
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